
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

    （安城市桜井町新田２０番地 桜井福祉センター内） 

    電話 ９９－７３６５ ＦＡＸ ９９－７３６６   

桜井地区社協だより 

回 覧 

令和３年１０月 

第１７７号 

桜井地区社会福祉協議会 
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昨年度は、桜井地区全域を対象に「水害に備える」ための勉強会を開催し、改めて水

害対策についてきちんと話し合い、取り組んでいくことの必要性や早めに避難行動をと

ることの重要性について認識を深めました。 

今年度はそれをうけて、危険度や実際の課題等は、地区内において町ごとの実情を踏

まえた具体的な検討が必要と考え、希望のあった町内会を対象に、町別勉強会を開催し

ていくことにしました。 

去る７月１７日（土）小川町内会で、「水害に備えて考えよう！～小川町だからこそ

必要な心構え～」をテーマに勉強会を開催し、３０名の参加がありました。 

講師からは、小川町における課題の共有と、過去の被災地での対応事例や他地域の防

災活動の紹介がありました。その後、課題に対して今後取り組んでみたい解決策のアイ

デアをみんなで出し合い、参加された方からは、「要支援者一人に対し、具体的に複数

の支援者を決めておく必要がある。」「災害時の役割を明確にし、訓練をする必要があ

る。」などの意見がありました。 

 今後は、市危機管理課との地区防災計画作成において、具体的な対策が検討されます。 

 

 

▲勉強会の様子 

講師：浦野 氏 

（認定ＮＰＯ法人レ

スキューストックヤ

ード常務理事） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルスの

感染拡大が続く中、様々な

行事やサロン活動が中止

となって、外出の機会が減

ることにより、フレイル

（加齢とともに心身の活

力が低下する）状態になっ

てしまうことが心配です。 

フレイル予防や気分転

換を兼ねて、コロナ下でも

お天気の良い日に、密にな

らず自分の都合や体力に

合わせて取り組めるお出

かけ先の情報を紹介しま

す。 

 今回は、「ウォーキング

コース」特集です。 

歴史の散歩道 
桜井古墳群 

 
【このコースの問い合わせ先】▶ 

安城市埋蔵文化財センター 

☎７７－４４９０ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四季のウォーキング 
秋コース 

◀ 

▲【このコースの問い合わせ先】▶ 

市区画整理課桜井換地係 

☎７１－２２６１ 

 

安城市健康の道 
桜井コース 

 
◀【このコースの問い合わせ先】 

安城市保健センター 

☎７６－１１３３ 

 
お出かけ先として上手に活用し、心身

の健康維持に役立ててくださいね。 

 各コースのウォーキングマップは桜井

福祉センターにもありますよ。 

 ぜひどうぞ！！ 
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７月１７日（土）桜井福祉センタ

ーにて、中学生防災隊防災教室が開

催されました。 

当日は、桜井中学校の生徒と地域

の自主防災会から計２７名の参加

があり、簡易トイレづくり、家具の

固定、起震装置「こなまず号」体験

などを通して、防災の大切さを学び

ました。また、中学生と地域の自主

防災会のみなさんとの交流の場に

もなりました。 

▲自主防災会の方から話を聞く桜井中学校の生徒 

中学生のみなさんは、各地域で頼もしい「助

っ人」として期待されています。すでに地域の

防災訓練で活躍している中学生もいます。 

いざというときのために、地域の一員として

ぜひ町内での防災訓練にも参加していきまし

ょう。 

「こなまず号」体験の様子▶ 

【参加した中学生の感想】 

■災害に対する備えは十分ということはない

が、意識を高めることはできる。それがまず

大切だと思う。 

■今すぐにでも地震の備えなどについて家族

で話し合って決めていこうと思った。 

■小さな妹がいるので、おむつや粉ミルクの

準備、家族分の水を用意しようと思った。 

【参加した自主防災会員の感想】 

■自分を守る、家族を守る、地域を守

るための備えが必要と考える。 

■中学生を含めた若い世代の行動力

を借りて、地域防災が少しでもアッ

プすることが大切。 

■町民の方にいかに意識をしていた

だくかが大きな課題である。 

講師：NOP法人 
コミュニティサポータ―ほっぷ 

 


